
再評価調書(再々評価)   

事 業 名 一級河川穂谷川 河川改修事業 

担 当 部 署 都市整備部河川室河川整備課中小河川 G（06-6944-9297）  

事 業 箇 所 淀川合流点～枚方市杉地先 

再々評価理由 再評価後５年を経過した時点で継続中 

目    的  穂谷川流域では、上流部では枚方津田団地等の開発が進められるなど、流

域の市街化が著しく、また、氾濫域が枚方市街地で人口資産の集積度が高い

ことから、洪水による被害を防止し、豊かな生活環境を築くため、河川改修

を進める。 

内    容 【全体計画】 

河川延長 L=約 7.7km(1/100 年確率)   

目標流量:210m3/sec（1/100 年確率 時間雨量 76.0mm） 

護岸工: 約 7.7km、道路橋:12 橋、堰:9 基 

【河川整備計画】 

河川延長 L=約 3.5km(1/100 年確率:3.2km,1/10 年確率:0.3km)    

目標流量:210m3/sec（1/100 年確率 時間雨量 76.0mm） 

130m3/sec（1/10 年確率 時間雨量 51.9mm） 

護岸工:約 3.5km 
全体事業費：約 82 億円（約 82 億円）内投資済事業費：約 74 億円(約 66 億円)
（内訳）調査費 約 3 億円（約 3 億円）（内訳）調査費 約 2億円(約 1億円)

用地費 約 10 億円（約 10 億円）   用地費 約 9億円(約 8億円)
    工事費 約 69 億円（約 69 億円）    工事費 約 63 億円(約 57 億円)

事 業 費 

 

 
※（ ）内の数値

は前回評価時点

のもの 

【事業費の変動理由】 

変更無し 

【工事費の内訳】 

護岸工 約 52 億円 道路橋 約 10 億円 

堰   約 7 億円 

事業費の 

変動要因 

【他事業者との協議状況】道路管理者と適宜協議を実施。 

【再評価時に予測した事業変動要因の状況】 

道路管理者等との協議内容により事業費の変動の可能性がある 

【計画変更の予定】特になし 

維持管理費 約 10 百万円／年(実績等に基づく算定) 

上 位 計 画 淀川水系淀川左岸ブロック河川整備計画(Ｈ１５．４)  

「大阪府都市基盤整備中期計画（案）改定版」（Ｈ１７．３） 

事

業

概

要 

関 連 事 業 第二京阪国道事業（護岸改修の関係区間について事業計画の協議） 

国道 307 号事業（護岸改修の関係区間について事業計画の協議） 

事前評価時点 

(S55) 

再評価時点 

(H15) 

再々評価時点 

(H20) 
分析 経    過 

 

事業採択年度 

事業着工年度 

完成予定年度 

S55 

S55 

H23 

S55 

S55 

H23 

S55 

S55 

H28[25] 

 
[ ]内は河川整備計画 

工期が延びた

のは用地交渉

が難航してい

るためである

が近年地元協

議で理解が得

られている 

 
 
 
 
 

事
業
の
進
捗
状
況 

進 捗 状 況  

 

 

全体計画 

整備延長(1/100 年確率) 

       L=7.7km  

河川整備計画 

整備延長(1/100 年確率) 

     L=3.2km 

整備延長(1/10 年確率) 

       L=0.3km 

用地  70％ 
<1295 ㎡/1850 ㎡> 

工事  86％ 
全体計画 

整備済延長(1/100 年確率) 

       L=2.5km(32%)  

河川整備計画 

整備済延長(1/100 年確率) 

       L=1.1km(34%) 

整備済延長(1/10 年確率) 

       L=0.1km(33%) 

用地  ９0％ 
<1665 ㎡/1850 ㎡> 

工事  ９１％ 
全体計画 

整備済延長(1/100 年確率) 

       L=2.5km(32%)  

河川整備計画 

整備済延長(1/100 年確率) 

       L=1.1km(34%) 

整備済延長(10 年確率) 

       L=0.１km(33%) 

改修済箇所か

ら氾濫防止が

図れる。 

今後の事業進

捗の見通し 

河川整備計画に従い早期に上渡場橋下流までを 1/10 年確率の大雨による洪水を安

全に流下できるよう改修を完了させ、下流部を 1/100年確率の大雨による洪水を安

全に流下できるよう改修に着手する。 

【新たなコスト縮減や代替案等の可能性】特になし。 

 

事前評価時点 再評価時点 再々評価時点 分析 

事
業
目
的
に
関
す
る
諸
状
況 

河川改修事業 

・ 想 定 氾 濫 区 域

1,028ha 

・浸水戸数  約 14,600

戸  

 

河川改修事業 

・想定氾濫区域 675ha 

・浸水戸数  約 23,000

戸 

河川改修事業 

・想定氾濫区域 570ha

・浸水戸数  約 19,200

戸 

解析手法

変更に伴

い想定氾

濫区域及

び浸水戸

数が減じ

た。 

事
業
を
巡
る
社
会
情
勢
の
変
化 

地
元
等
の
協
力
体
制 

・流域の市街化の進捗に

伴い、浸水被害の防止

が望まれており、改修

事業についてはおおむ

ね協力的である。 

・ふるさとの川整備事業

に採択され、整備およ

び維持管理について

は、地元自治体や住民

の協力のもとで計画を

推進していく。 

・河川整備計画時におけ

る地元住民の関心も高

く、おおむね協力的で

ある。 

・同左 ・おおむね

順調に推

移してい

る。 

 



 

事前評価時点での想定 
 

 備 考 

再評価時点での状況 再々評価時点での状況（変更点） 分析 

費用便益分析 

下記、代替指標による 

 

 ・Ｂ／Ｃ＝５０．９ 

便益総額 

  Ｂ＝６６７２．３億円 

 

総費用 

  Ｃ＝１３１．２億円 

・費用便益算定の根拠： 
治水経済調査マニュアル(案) 
平成 12 年 5 月 

 

・Ｂ／Ｃ＝５０．３ 

 

便益総額 Ｂ＝４６３８．１億円 

浸水被害軽減便益 ４６３８．１億円 

   

総 費 用 Ｃ＝９２．２億円 

建 設 費 ９０．７億円 

維持管理費  １．５億円 

・費用便益算定の根拠： 
治水経済調査マニュアル(案) 
平成 17 年 4 月 

B/C が前回評価時に比べ低

下したのは解析手法変更に

伴い想定氾濫区域及び浸水戸

数が減じたため。 

 

 

 

その他の指標

（代替指標） 

Ｃ／Ｂ＝１５．７ 
年平均被害軽減額 
Ｂ＝５．０億円 
総事業費 
Ｃ＝７７．６億円 

便益内容：資産被害抑止効果 
受益者： 周辺住民、農業従事者 
事業効果算定の根拠：「河川局所管国庫補助事業に
係わる全体計画の認可について」 

   

 

事
業
効
果
分
析 

定性的分析 

・浸水被害の軽減（生命･財産）  ・浸水被害の軽減（生命･財産） 

・交流拠点の形成 

・親水施設の設置、利用 

（緩傾斜護岸の設置等） 

・景観形成 

緩傾斜護岸により在来種を用いた緑の復元

を行い、河畔林を伴う堤防天端を利用した

自然巡回路の設置等を行うことにより、河

川周辺環境との一体感を形成する 

・浸水被害の軽減（生命･財産） 

・交流拠点の形成 

・親水施設の設置、利用 

（緩傾斜護岸の設置等） 

・景観形成 
緩傾斜護岸により在来種を用いた緑の復元を行い、河

畔林を伴う堤防天端を利用した自然巡回路の設置等

を行うことにより、河川周辺環境との一体感を形成す

る 

・河川整備計画の策定により、地元住民の意見

を反映した改修事業を実施している。 

河川改修の実施区間では治

水安全度の向上が図られる

とともに、都市河川として

身近な水辺空間を提供す

る。 

さらに、周辺環境に配慮し

た改修を行うことにより、

地域との調和の取れた水辺

環境を確保している。 

自然環境等への 

影響と対策 

 枚方市街地の急激な膨張、沿川の都市化により、従来の治水重視の立場から、
自然環境の保全と民生の安定を第一義とする治水対策が必要となることから、洪
水を安全に流下させるため、おおむね全区間でブロック積護岸による改修を実施
する。 

おおむね全区間でブロック護岸による
改修が実施されているが、中流部山田池
公園や左岸堤防天端を利用した河畔林
を伴う自然巡回路と緩傾斜護岸を利用
した在来種による緑の復元など、河川周
辺の自然環境と一体感を感じさせる空
間づくりを行い、河川環境の影響につい
て配慮している。 

同左 従来の河川環境を確保し、

おおむね周辺環境と一体と

なった整備が行われてい

る。 

その他特記すべき

事項 

  

河川の水位情報、浸水想定区域公表。 

 

 前回評価時の 

意見具申・府の 

対応方針の概要 

【意見具申】 

 

【府の対応方針】 

【意見具申】本事業については、「事業

実施は妥当」であると判断する。 

 

【府の対応方針】『事業実施』とする。

 

（前回評価に対する具体的な取組み） 

引き続き事業の進捗に努める。 

 



一級河川穂谷川 河川改修事業概要図 

事 業 箇 所 図  平 面 図  

  

流 量 配 分 図  標 準 断 面 図  

  

 

 

穂谷川 

進捗状況 

用地 工事

90% 91％
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1/100 対策改修済区間 
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整備計画区間　Ｌ＝3.5ｋｍ

国道 307 号 

1/100 年確率対応改修済み区間 

1/10 年確率対応改修済み区間 

未改修区間 
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